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新
年
挨
拶
／
高
瀬
中
学
3
年
生
模
擬
議
会

高 瀬 中 学 校 3 年 生高 瀬 中 学 校 3 年 生 がが 町 政 を 問 う！町 政 を 問 う！
〈主催〉高瀬中学校、教育委員会、役場総務課　〈協力〉池田町議会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
あ
る
新
春
を
皆
様
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
不
透
明
な
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
を
は
じ
め
、
様
々
な
物

価
が
上
昇
し
生
活
の
影
響
が
生
じ
た
1
年
で
あ

り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
こ
の
状
況
が
続
き
、

経
済
の
先
行
き
に
な
お
不
確
実
な
要
素
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
安
心
・
安
全
で
幸
せ
な

社
会
を
願
い
ま
す
。

さ
て
、『
人
は
健
康
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の

幸
福
、
そ
の
大
切
な
「
食
」
は
生
き
る
上
で
の

基
本
』
と
し
た
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
や

地
産
地
消
、
食
文
化
の
継
承
な
ど
を
図
る
池
田

町
の
「
あ
づ
み
野
池
田
い
き
い
き
食
育
条
例
」

が
制
定
さ
れ
2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

議会議長
横澤はま

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

10月13日事前見学が行われ、31日高瀬中学3年生67名による
模擬議会が役場議場にて開催されました。
町民にも大変好評で、池田町の未来創造のために今後も継続して
開催されることを望む声が上がった。

高瀬中学校 小林直樹先生より
3学年の国語科・社会科で「池田町に言いたいことを賢く言っちゃおう」と題

して町の予算や各資料、生徒が日々感じていることを基に、池田町の課題を生徒
の視点で探り、町に提案する学習活動を行いました。
よりよい池田町をつくるための提案をする模擬議会の開催にご尽力いただいて、
生徒にとって貴重な体験の場となりました。ご協力ありがとうございました。

質問項目抜粋
◦給食から麺の提供がなくなった。なぜ給食から揚げパンがなくなったのか。
◦給食委員会で他県の例を提案したが、ほぼ却下された。納得のいく説明を。
◦松川駅までタクシーやバスの普及を図るべきだ。
◦池田町に駅がない。公共交通機関が少ない。ライトレールの成功例もある。
◦商店街に若者が喜ぶ店が少ない。他の市町村に行くことが多い。本屋や飲食店、カラ
オケ等若者が喜ぶ店をもっと作るべきだ。
◦人口が増えている所は観光に力を入れている。もっと商工費に予算をかけて、観光発
展させることはできないか。
◦限られた予算の中で、今後どのような建物等を造っていくという具体案はあるのか。
また少子高齢化への対策を教えてほしい。
◦登下校時危険個所にカーブミラーや街灯を設置してほしい。夜道暗くて危ない。カー
ブミラーがなくて危険な思いをした。
◦マウンテンバイクは池田の自然に適している。今後道の整備計画は。
◦遊休農地再利用で都会の若い世代が田んぼに触れる機会を増やし、田んぼランド等遊
び場にしたらどうか。
◦町活性化のため様々な活動を行っているが、お金の補助や宣伝に協力を。
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新
年
あ
い
さ
つ

新
年
あ
い
さ
つ

プレゼン形式で登壇

終わってホッとする生徒たち



新
年
挨
拶
／
高
瀬
中
学
3
年
生
模
擬
議
会

池田町をもっと　元気にしたい!!池田町をもっと　元気にしたい!!

模擬議会開催！模擬議会開催！

基
づ
き
「
第
2
次
池
田
町
食
育
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
健
康
長
寿
の
町
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
人
口
減
少
が
加
速
し
町
の
高
齢
化
率
が

40
．
8
%
と
い
う
な
か
で
、
食
・
医
療
・
福
祉
・

介
護
な
ど
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
6
月
、
議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
住
民
要
望
の
く
み
上
げ
や
、
町
・

議
会
の
財
政
健
全
化
、
議
会
基
本
条
例
の
見
直

し
を
議
論
し
て
い
く
上
で
、「
町
民
の
皆
さ
ま

と
議
会
と
の
懇
談
会
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。町
民
要
望
は
政
策
提
言
に
活
か
し
、

町
民
の
福
祉
の
向
上
と
町
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
町
課
題
の
行
財
政
改
革
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
関

す
る
諸
問
題
、
産
業
振
興
、
農
業
振
興
、
里
山

整
備
、
商
工
業
、
観
光
な
ど
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
・
安
全
な
、「
魅

力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て

行
政
と
も
ど
も
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

生徒感想文冒頭抜粋
・議員の人たちもガチになって考えていてくれて、自
分たちも一生懸命やって良かった。都市部には見劣
りするのは仕方ないことだけど、町も町なりに頑張っ
ていると思った。役場の人たちは本当に町を思って、
本気で課題と立ち向かっていることがすごく伝わっ
てきた。
・模擬議会をしてみて、自分の知らないことや、確か
に○○して欲しいよな～という感じで面白かった。
自分たちのグループが秒で終わったけど、たぶん賛
成？してくれたことがうれしかった。
・その他9頁にわたり65名の生徒さんから感想を頂
きました。

教育長コメント
子どもたちが町政を自分事としてとらえ、問題意識

をもって調べ、考え、意見を交換して質問に臨んでい
ました。主体的・対話的で深い学びの具現化した姿だっ
たと思います。議会の皆様をはじめ、関係する方々の
ご協力に感謝申し上げます。

高瀬中学校よりお礼と感想
原校長先生
生徒たちの感想で「役場の人たちは本当に町を思って、本気

で課題と立ち向かっていることがすごく伝わってきた」とあり
ました。
模擬議会が生徒たちにとって新たな発見の場となり、池田町

についてもっと貢献していきたいという気持ちにさせていただ
く良い機会となりました。

議会報編集委員会より
生徒67名全員の写真掲載ができず申し訳ありま
せん。
事前に一般質問通告書を提出したり、議長の指名

で登壇したり、本議会さながらの模擬議会でした。
町税の使い方や商店街活性化、保育園跡利用、町
営タクシーシステム設立、町営バス提言等聞きなが
ら、日頃もっと耳を傾けていく必要性を感じました。
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生徒1人ひとりに熱心に応える甕町長

YouTubeでも配信

プレゼン形式で登壇

議場に溢れる生徒67名



会染保育園、池田保育園統合問題会染保育園、池田保育園統合問題
12月議会定例会　議案第51号　池田町認定こども園設置条例の一部を改正する条例の制定について

保
育
園
統
合
　
賛
成
・
反
対
討
論

反対討論

矢
口
結
以
議
員

急
激
な
少
子
化
で
池
田
保
育
園
に
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
収
容
で

き
る
と
し
、
こ
こ
数
年
の
間
に
教
育
的
な
知
見
な
ど
充
分
な
議
論
も
な

く
統
合
を
押
し
進
め
て
い
ま
す
。
今
夏
に
方
針
を
示
し
た
が
、
短
期
間

の
う
ち
に
時
期
や
計
画
が
様
々
変
わ
り
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
統
合
案
で

す
。
会
染
保
育
園
は
地
震
等
の
災
害
時
避
難
施
設
で
あ
る
が
、
な
く
な

れ
ば
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
も
脅
か
す
、

大
変
重
要
な
問
題
。ま
た
、町
民
が
統
合
に
積
極
的
な
賛
成
で
は
な
か
っ

た
こ
と
、
町
内
外
か
ら
の
署
名
や
要
望
書
の
提
出
も
あ
り
十
分
な
理
解

が
あ
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
教
育
大
綱
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
ど

こ
ろ
か
、
子
ど
も
の
負
担
を
軽
視
し
た
も
の
で
あ
り
令
和
5
年
4
月
1

日
施
行
の
こ
ど
も
基
本
法
に
反
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
少
子
化
を
最
重

要
課
題
と
捉
え
な
が
ら
、
保
育
園
は
イ
ン
フ
ラ
で
も
あ
る
こ
と
も
（
行

政
は
）
全
く
理
解
し
て
い
な
い
。
保
育
園
を
な
く
し
戻
す
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
反
対
と
し
ま
す
。

三
枝
三
七
子
議
員

反
対
す
る
三
点
。
一
点
目
は
、
統
合
の
時
期
が
二
年
先
、
日
本
全
体

で
保
育
環
境
の
方
向
が
混
乱
。
誰
で
も
保
育
園
の
導
入
と
全
国
的
な
保

育
士
不
足
。
法
定
配
置
基
準
は
少
人
数
化
。
二
点
目
は
、
統
合
先
：
池

田
保
育
園
は
増
築
せ
ず
全
員
受
け
入
れ
は
不
可
能
。
会
染
保
育
園
を
9

年
間
放
置
し
た
訳
、
特
性
の
強
い
子
に
大
音
響
が
難
し
い
と
返
答
、
そ

の
子
た
ち
は
統
廃
合
後
の
増
築
工
事
で
通
園
拒
否
の
場
合
、
親
は
働
け

ず
就
労
先
の
自
治
体
に
出
て
い
く
。
行
政
か
ら
統
合
の
説
明
は
矛
盾
と

不
十
分
、
会
染
保
育
園
を
放
置
し
て
き
た
謝
罪
も
な
い
。
三
点
目
は
、

条
例
制
定
議
決
前
に
、「
決
定
事
項
」
と
し
て
町
内
に
周
知
。
権
力
で

ね
じ
伏
せ
る
や
り
方
は
議
会
制
民
主
主
義
に
反
す
る
。
こ
の
姿
勢
は
、

「
人
口
問
題
解
決
・
少
子
化
対
策
」
に
悪
影
響
と
わ
か
ら
な
い
の
か
。

町
長
は
、
会
染
地
区
平
坦
地
に
は
園
を
新
規
に
建
て
る
場
所
は
災
害
区

域
で
あ
る
た
め
該
当
し
な
い
と
答
弁
。
会
染
地
区
の
高
齢
者
の
浸
水
災

害
時
に
保
育
園
に
避
難
出
来
る
望
み
を
見
棄
て
た
判
断
。

服
部
久
子
議
員

町
長
選
ま
で
3
か
月
を
切
る

時
期
に
保
育
園
統
合
案
の
提
出

は
不
見
識
。
財
政
負
担
を
統
合

の
理
由
に
上
げ
て
い
る
が
、
国

は
、「
公
立
保
育
園
整
備
や
運

営
経
費
は
、
国
庫
補
助
金
の
一

般
財
源
化
に
よ
る
影
響
が
出
な

い
よ
う
地
方
財
政
措
置
を
講
じ

る
」
と
国
会
答
弁
し
て
い
る
。

財
政
負
担
は
統
合
の
理
由
に
な

ら
な
い
。
会
染
地
区
は
若
い
世

帯
が
増
え
て
お
り
、
保
育
園
を

な
く
す
と
少
子
化
が
進
み
、
将

来
人
口
減
少
に
つ
な
が
る
。
保

育
園
統
合
案
に
反
対
す
る
。

薄
井
孝
彦
議
員

次
の
4
点
に
よ
り
統
合
す
べ
き
で
な
い
。

①
会
染
地
域
は
移
住
者
が
多
く
、
保
育
園
が
な
く
な
れ
ば
、
少
子
化
・

人
口
減
を
促
進
す
る
の
で
、
す
べ
き
で
な
い
。

②
統
合
理
由
と
し
て
い
る
保
育
士
不
足
は
全
国
的
課
題
で
あ
り
、
統
合

し
て
も
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
保
育
士
の
確
保
に
は
待
遇

改
善
が
必
要
で
あ
る
（
時
間
労
賃
・
期
末
手
当
て
の
ア
ッ
プ
な
ど
）。

③
統
合
に
よ
る
多
人
数
保
育
で
は
保
育
士
の
目
が
届
き
に
く
く
な
る
。

子
ど
も
の
育
ち
に
ゆ
っ
た
り
し
た
2
園
存
続
が
良
い
。

④
地
方
政
治
は
住
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
保
育
園
統
合
は
賛
否
両
論
あ
り
、
3
月
の
町
長
選
で
町
民
の
意

思
で
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
議
案
の
上
程
は
時
期
早
尚
で
、
撤
回

す
べ
き
で
あ
る
。
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会染保育園、池田保育園統合問題会染保育園、池田保育園統合問題
12月議会定例会　議案第51号　池田町認定こども園設置条例の一部を改正する条例の制定について

保
育
園
統
合
　
賛
成
・
反
対
討
論

賛成討論

和
澤
忠
志
議
員

会
染
保
育
園
が
令
和
7
年
度
よ
り
池
田
保
育
園
に
統
合
さ
れ
る
方
針

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
町
長
、
教
育
長
、
関
係
者
各
位
の
長
年

の
ご
苦
労
と
ご
協
力
に
理
解
を
示
し
た
い
。
会
染
保
育
園
の
老
朽
化
と

保
育
士
不
足
等
に
よ
り
安
全
な
質
の
高
い
保
育
環
境
が
保
て
な
く
な

り
、
ま
た
、
今
後
の
少
子
化
を
考
え
る
と
池
田
保
育
園
に
統
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
勢
の
子
ど
も
が
集
ま
り
子
ど
も
な
り
の
競
争
心
や
協
調

性
、
友
達
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
よ
り
深
ま
る
環
境
に
変
わ
る
と
考
え

る
。
安
全
で
質
の
高
い
保
育
環
境
の
な
か
で
、
保
護
者
や
町
民
が
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
が
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
条
例

の
改
正
に
賛
成
し
ま
す
。

大
厩
美
秋
議
員

当
町
も
少
子
化
が
進
み
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
1
園
で
保
育
で
き
る

状
況
ま
で
少
子
化
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
な
事
で
す
が
、
こ

の
事
は
現
実
と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
両
園
共
に
少

な
く
な
っ
た
園
児
が
一
緒
に
な
り
、よ
り
多
く
の
友
達
と
元
気
に
楽
し
く
、

成
長
で
き
る
環
境
に
な
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
保
育
士
不
足
の
中
、
保
育
士
の
方
々
も

よ
り
目
の
行
き
届
い
た
保
育
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

会
染
保
育
園
の
深
刻
な
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
が
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
保
育
士
の
方
々
は
、
園
児
の
安
全
面
、

健
康
面
の
配
慮
に
負
担
が
増
し
て
い
ま
す
が
、
日
々
の
保
育
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
限
ら
れ
た
時
間
で
す
が
、
課

題
解
消
と
子
ど
も
を
主
役
に
体
制
づ
く
り
を
望
み
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

中
山　

眞
議
員

こ
の
議
案
は
保
育
環
境
の
充
実
推
進
を
速
や

か
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
10
年
以
上
と
い
う
長
年
の
議
論
の
中
で
、

結
果
を
見
い
出
せ
な
い
状
況
が
続
き
、
老
朽
化

が
著
し
い
会
染
保
育
園
舎
の
中
で
の
園
児
の
安

全
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

対
策
等
の
政
策
の
前
に
、
先
ず
は
園
児
に
と
っ

て
何
が
大
切
か
を
見
据
え
る
べ
き
で
す
。
大
事

な
成
長
期
の
園
児
自
身
の
発
達
食
育
、
園
施
設

環
境
、
保
育
士
の
充
実
等
の
保
全
を
図
り
、
園

児
の
成
長
、
創
造
性
を
活
か
す
園
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
池
田
町
は
、
今
は
体
力
を
つ
け
て
、
長

く
保
育
の
質
を
維
持
し
て
い
く
努
力
を
す
る
こ

と
、
子
育
て
環
境
の
将
来
に
わ
た
る
保
全
や
扶

助
費
等
の
確
保
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
運
営
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
園
児
の
未
来
に
健
全

な
池
田
町
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

大
出
美
晴
議
員

私
は
町
長
の
決
断
を
支
持
し
ま
す
。

よ
っ
て
今
回
の
条
例
改
正
は
賛
成
い
た

し
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
会
染
保
育
園
の
問
題

は
町
民
に
と
っ
て
も
関
心
の
一
つ
で
し

た
、
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
以
上
引
き
延

ば
し
町
職
員
た
ち
の
負
担
と
不
安
を
強

い
る
こ
と
は
最
善
の
策
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

議
決
は
執
行
の
た
め
の
手
続
き
や
過

程
で
す
、
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
議
員

の
心
構
え
と
し
て
執
行
機
関
と
は
一
歩

離
れ
、
二
歩
離
れ
な
い
姿
勢
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
改
め
て
賛
成
い

た
し
ま
す
。

山
﨑
正
治
議
員

出
生
数
の
急
激
な
減
少
に
よ
り
少
子
化
が
進

み
、
池
田
保
育
園
一
園
で
園
児
全
て
の
保
育
が
可

能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
程
度
多
い
人
数
の
中

で
保
育
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

協
調
性
や
社
会
性
を
育
む
事
が
出
来
る
。
会
染
保

育
園
は
、
築
43
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
。
一
時
も
早
く
保
育
環
境
の
良
い

池
田
保
育
園
に
て
幼
児
教
育
が
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
こ
そ
、
今
を
生
き
る
大
人
達
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
。

令
和
3
年
度
以
降
会
染
保
育
園
方
向
性
検
討
の

過
程
で
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
い
ず
れ
も
統
合
賛
成
・
承
認
が

過
半
数
を
し
め
て
い
る
民
意
を
反
映
し
、
長
年
の

懸
案
事
項
で
あ
る
保
育
園
問
題
に
結
論
を
出
す
べ

き
で
あ
る
。
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12月定例会
主な議案の説明と
審査結果

８議員が

町政を

問う

８議員が

町政を

問う

８議員が

町政を

問う

陳情 7 号
薄井孝彦議員
政府は来年秋に現行の健康保険証を
廃止し、マイナンバーカード（マイナ保険
証）への一本化を目標としている。しか

し、これには2つの問題点がある。一つは、マイナ保険証
のトラブルであり、他人の情報に紐づけされた、保険資
格が確認できないなどの事故が続出している。二つはマ
イナンバーカードのない人に「資格証明」を出すことに
なっているが、これは、申請しないともらえないことであ
る。一人で申請できない人は無保険者となる可能性が
ある。現行の健康保険証は存続しても何ら問題ない。以
上の理由により本陳情は採択すべきである。

陳情 11 号
生活保護基準は 2013-2015 年、2018-2020と相次いで引き下げられており、健康
で文化的な最低限度の生活ができない状況にある。生活保護引き下げの取り消しを求め
た裁判で 12の地裁で原告が勝利している。国が生活保護基準を引き下げることは生活
権を保障した憲法 25 条に違反するものであり、本陳情は採択すべきである。

服部久子議員
生活保護は、2013年から3回に分けて引き下げられており、最大10%かっ
とされています。全国29の裁判所で戦われており、1高裁、12地裁で減額取
り消しの判決が出ています。11月30日に行われた名古屋高裁の判決は、「過

去に例のない大幅な生活扶助基準の引き下げで、生活保護受給者にとって非常に重大であ
る。」として国家賠償を認めた判決が出ています。最近の物価高で多くの国民の生活が厳しく
なっている状況です。国はすべての国民の生活を守る勤めがあります。よってこの陳情に賛成
します。

賛成です

賛成です

陳 情 賛 成 討 論陳 情 賛 成 討 論

「喬木村、高森町保育園視察」「喬木村、高森町保育園視察」研修会研修会のの報告報告
喬木村役場、「たかぎほいくえん」、高森町議会、「認定こども園ぱどま」

〈主催〉喬木村議会、高森町議会・教育委員会、池田町議会 9 名

研
修
会
報
告
／
陳
情
賛
成
討
論

高
森
町
議
会
・
あ
っ
た
か
て
ら
す
、

認
定
こ
ど
も
園
ぱ
ど
ま

「
女
性
活
躍
子
ど
も
子
育
て
拠
点
施
設
・
あ
っ

た
か
て
ら
す
」（
運
営
は
委
託
）

親
と
子
が
共
に
遊
ぶ
・
食
べ
る
・
寝
る
の

環
境
下
で
、
保
育
士
、
保
健
師
、
助
産
師
、

栄
養
士
、
音
楽
講
師
、
医
師
、
幼
児
教
育
専

門
家
で
支
援
。
子
ど
も
の
発
達
モ
デ
ル
に
合

わ
せ
た
様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
う
。
近

隣
市
町
村
か
ら
も
受
け
入
れ
。

「
認
定
こ
ど
も
園
ぱ
ど
ま
」

寺
の
住
職
が
経
営
。
0
歳
児
か
ら
受
け
入

れ
1
6
3
名
の
園
児
数
。
0
〜
2
歳
児
は
廊

下
続
き
の
別
棟
（
保
護
者
が
気
楽
に
入
室
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
）

入
園
説
明
会
で
は
、
実
質
的
な
統
合
に
関

す
る
大
き
な
混
乱
、
問
題
は
な
か
っ
た
。

保
護
者
の
心
情
面
に
配
慮
し
進
め
て
き
た

結
果
と
認
識
。

喬
木
村
議
会
・
教
育
委
員
会

無
投
票
、
定
員
割
れ
が
続
き
、
対
策
検
討
委
員
会
で
夜
間
議
会

模
索
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
村
民
か
ら
募
集
26
名
で
定
例
会
ご
と
に
意

見
交
換
。
一
時
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
た
が
、
1
回
の

み
夜
間
議
会
実
施
。
議
会
モ
ニ
タ
ー
で
の
発
言
も
一
部
村
民
が
議

会
批
判
に
終
始
す
る
の
が
現
状
で
、

も
っ
と
広
く
村
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

村
営
住
宅
16
戸
新
築
し
移
住
定

住
増
に
繋
が
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
保
育
園
統
合
に
取
り

組
み
、
各
地
視
察
を
実
施
。
保
育

士
目
線
で
新
築
建
造
。
給
食
室
オ
ー

ル
電
化
、
送
迎
バ
ス
停
留
所
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
こ
ま
め
に
設
定
。

1
日
朝
2
便
、
効
率
的
に

巡
回
す
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
。
未
満
児
部
屋
を
広

く
と
っ
て
い
る
。
定
員

2
0
0
名
。
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12月定例会
主な議案の説明と
審査結果

８議員が

町政を

問う

８議員が

町政を

問う

８議員が

町政を

問う

質問者 主な質問事項

大出　美晴議員 子ども会育成会と自治会との連携は

大厩　美秋議員 公共トイレと関連する施設管理の今後は

中山　　眞議員 価格高騰による保育園児の給食について

三枝三七子議員 池田町の未来に向けて施策と問題 第 6 次総合計画を含む

矢口　結以議員 池田町の子育て環境の充実について

山﨑　正治議員 甕町政約 8 年の総括を問う

薄井　孝彦議員 自治会対策への町取り組みの進捗状況は

服部　久子議員 保育園統合に関する町民保護者説明会を終えて町の考えを聞く

審
査
結
果
一
覧

◯…賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

矢
口
結
以

三
枝
三
七
子

山
﨑
正
治

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

横
澤
は
ま

承
認 令和5年度一般会計補正予算（第7号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
　
　
　
　
　
　
　
案

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
認定こども園設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● −
町道の路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
町道の路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和5年度一般会計補正予算（第8号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和5年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和5年度水道事業会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和5年度下水道事業会計補正予算（第2号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第2号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和5年度一般会計補正予算（第9号）について 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
ハーブガーデンの指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請
　
願
　
・
　
陳
　
情

「従来型（紙）の健康保険証の存続を求める意見書」を国に提出す
ることを求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

生活保護基準を引き下げ前に戻すことを国に要望する意見書提
出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

池田町第6次総合計画の見直しに関する陳情書 趣旨
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

現行の健康保険証を残すよう国に意見書提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発
議

現行の健康保険証の継続を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ −
従来型（紙）の健康保険証の存続を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
生活保護基準を引き下げ前に戻すことを求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※横澤議長は表決には加わりません。
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一
般
質
問

問
人
的
被
害
対
策
と
危
機
感
は
あ
る
の
か
。

答
町
で
は
把
握
し
た
情
報
を
防
災
行
政
無
線

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
速
や
か
に
広

く
周
知
す
る
と
と
も
に
対
策
の
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。問

獣
害
と
の
エ
リ
ア
分
け
が
で
き
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
。

答
緩
衝
帯
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管
理
に
よ

り
被
害
防
止
の
効
果
は
期
待
で
き
る
が
、

生
息
エ
リ
ア
を
完
全
に
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
の

が
実
情
で
あ
る
。

参
加
し
て
い
る
。

問
子
ど
も
会
活
動
に
育
成
会
を
通
し
町
が
ど

れ
だ
け
か
か
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
地
区
の
児
童
生
徒
数
に
応
じ
交
付
金
を
出

し
て
い
る
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
地
区

の
判
断
に
任
せ
て
い
る
。

獣
被
害
に
対
す
る
対
応
と
森
林
整
備
に

つ
い
て

問
今
講
じ
て
い
る
対
策
と
効
果
は
。

答
「
有
害
鳥
獣
を
遠
ざ
け
る
、
侵
入
さ
せ
な

い
」
た
め
に
電
気
柵
が
あ
る
。
維
持
管
理

は
地
域
や
農
地
の
耕
作
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
気
柵
等
の
資
材
購
入
費
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
有
害
鳥
獣
を
増
や
さ
な

い
。
数
を
減
ら
す
」た
め
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。

被
害
を
減
ら
す
た
め
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

全
体
の
課
題
と
捉
え
て
対
策
し
て
い
け
る
よ
う
啓

発
に
努
め
た
い
。

問
池
田
町
に
お
け
る
組
織
体
制
は
、
ま
た
自

治
会
と
の
か
か
わ
り
は
。

答
子
ど
も
会
育
成
会
は
、
地
域
の
子
ど
も
を

地
域
の
力
で
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
地

区
単
位
で
役
員
等
が
組
織
さ
れ
、
校
外
体
験
を
通

じ
て
社
会
の
一
員
と
し
て
必
要
な
知
識
等
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
制
度
上
は
、

育
成
会
と
自
治
会
は
別
組
織
で
あ
る
が
密
接
に
か

か
わ
っ
て
い
る
た
め
自
治
会
活
動
の
一
つ
と
し
て

実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

問
地
域
活
動
と
ど
う
連
携
さ
せ
て
い
る
の

か
。

答
お
祭
り
や
三
九
郎
な
ど
の
伝
統
行
事
を
通

じ
た
世
代
交
流
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、

少
子
化
に
よ
り
地
区
で
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
」
を
開
催
し
異
年
齢
の
児
童
・
生
徒
の
交
流

を
図
っ
て
い
る
。

問
大
北
ま
た
県
レ
ベ
ル
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
の
か
。

答
大
北
は
年
6
回
ほ
ど
会
議
に
出
席
し
て
い

る
。
ま
た
今
年
度
は
大
北
地
区
子
ど
も

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
池
田
町
で
開
催
さ
れ
た
。
県
主
催

の
総
会
・
研
修
会
等
の
案
内
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
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報告等が載っている冊子
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答
き
れ
い
に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
呼
び

か
け
案
内
の
表
示
や
清
掃
チ
ェ
ッ
ク
表
な

ど
検
討
し
て
い
く
。

問
町
営
墓
地
公
園
の
ト
イ
レ
清
掃
は
専
門
と

し
て
委
託
さ
れ
て
お
ら
ず
、
管
理
状
態
に

問
題
が
あ
る
。
早
急
に
委
託
を
望
む
が
。

答
状
況
を
調
べ
な
が
ら
外
部
委
託
す
る
方
向

で
取
り
組
み
た
い
。

問
墓
地
公
園
ト
イ
レ
は
老
朽
化
も
深
刻
で
あ

り
、
墓
地
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら

は
清
掃
料
を
頂
い
て
い
る
事
も
あ
る
。
便
器
の
交

換
と
内
壁
塗
装
な
ど
最
小
限
の
改
修
を
望
む
が
、

町
の
考
え
は
。

答
確
か
に
老
朽
化
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
。

個
別
施
設
計
画
で
も
建
て
替
え
、
改
修
の

時
期
に
来
て
い
る
。
実
施
に
向
け
て
十
分
な
検
討

を
し
て
い
く
。

ポ
ー
ト
て
る
て
る
」
で
対
応
を
し
て
い
る
。

問
今
後
ご
み
出
し
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
は
増
え
て
い
く
と
考
え
る
が
、
対
応
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
ご
み
出
し
支
援
を
継
続
、
拡
大
し
て
い
く

た
め
に
は
何
よ
り
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で

あ
る
。
町
民
の
方
々
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
人
材
養
成
講
座
等
の
受
講
を
お
願
い

し
、支
援
し
て
頂
け
る
方
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

町
公
共
ト
イ
レ
16
カ
所
の
管
理
は

問
公
共
ト
イ
レ
の
清
掃
は
、
ほ
ぼ
外
部
委
託

さ
れ
て
お
り
、
概
ね
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ

て
い
る
。
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
組
み
は
。

問
高
齢
者
の
方
々
が
少
し
で
も
長
い
期
間
ご

み
出
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
み
集

積
所
の
場
所
の
見
直
し
を
衛
生
組
合
長
会
議
等
で

説
明
と
実
施
を
提
案
す
る
。
町
の
考
え
は
。

答
ご
み
集
積
所
に
関
す
る
設
置
要
綱
を
昨
年

整
備
し
た
。
こ
の
要
綱
に
沿
っ
た
内
容
で

あ
れ
ば
、
ご
み
集
積
所
の
場
所
の
変
更
も
可
能
で

あ
る
。
年
度
当
初
に
開
催
す
る
衛
生
組
合
長
会
議

で
設
置
要
綱
の
内
容
説
明
を
行
い
な
が
ら
見
直
し

確
認
を
お
願
い
し
た
い
。

問
趣
旨
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
説

明
と
柔
軟
性
あ
る
町
の
対
応
を
望
む
が
、

町
の
考
え
は
。

答
指
摘
、
提
案
に
つ
い
て
は
理
解
の
上
説
明

を
行
い
、
協
働
し
な
が
ら
柔
軟
な
対
応
を

し
た
い
。

問
池
田
町
の
高
齢
化
率
は
65
歳
以
上
で
全
国

平
均
29
％
に
対
し
て
、
40
％
と
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
集
積
所
ま
で
の
ご
み
出
し
が
困
難

な
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

答
町
の
ご
み
出
し
支
援
は
、
令
和
5
年
度
か

ら
介
護
度
1
以
上
の
方
対
象
の
介
護
保
険

の
訪
問
介
護
、
要
支
援
等
の
方
対
象
の
社
協
で
実

施
し
て
い
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
B
型
事
業
と「
サ
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改修時期を迎えている町営墓地公園のトイレ

高齢者のごみ出しが長く続けられる
場所の見直しを

大お
お
ま
や厩
美よ

し
あ
き秋 

議
員

高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ

る
今
後
の
ご
み
集
積
所

と
ご
み
出
し
の
あ
り
方
は
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の
待
遇
改
善
も
含
め
た
研
修
等
に
取
り
組
み
環
境

整
備
に
努
め
て
い
く
。

第
6
次
総
合
計
画
後
期
計
画

問
現
在
策
定
中
の
後
期
計
画
に
会
染
保
育

園
、
会
染
西
部
ほ
場
整
備
非
農
用
地
、
農

業
担
い
手
問
題
の
地
域
計
画
、
役
場
庁
舎
等
の
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
具
体
的
に
盛
り
込

ま
れ
た
町
長
自
身
の
色
付
け
が
必
要
。
そ
の
た
め

の
課
題
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
目
標
を
明

示
す
べ
き
。
町
長
自
身
の
考
え
は
。

答
前
期
計
画
の
検
証
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
、

少
子
化
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
、
財
政

状
況
に
十
分
考
慮
し
、
成
果
の
出
つ
つ
あ
る
施
策

を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く
。

答
平
成
25
年
で
1
人
当
た
り
2
3
1
円
。

指
摘
の
通
り
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。
諸
物
価
高
騰
を
受
け
苦
し
い
状
況
の
中
、
栄

養
士
や
調
理
士
の
努
力
や
工
夫
に
感
謝
し
て
い

る
。対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問
現
在
は
1
食
当
た
り
約
2
6
0
円
前

後
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
3
5
0
円

に
。
年
間
給
食
材
料
費
約
1
4
0
0
万
円
強
を

1
8
0
0
万
円
に
。
今
の
園
児
か
ら
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
新
年
度
予
算
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
予
算
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
今
年
度
予
算

の
1
2
0
%
、
1
8
0
0
万
円
を
計
上

す
る
。

問
食
事
の
他
、
園
児
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

は
保
育
士
の
先
生
方
と
の
ふ
れ
あ
い
。
保

育
環
境
の
質
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
の
が
保
育
士

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
性
格
や
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
異
な
る
園
児
の
個

性
や
状
況
を
理
解
し
接
し
て
い
く
、
そ
の
精
神
的

疲
労
は
計
り
知
れ
な
い
。
国
や
県
、
一
般
社
団
法

人
主
導
の
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
・
講
座

の
ほ
か
、
保
育
士
の
ス
ト
レ
ス
や
心
身
の
不
調
を

改
善
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
等
あ
る
が
、
行
政
の

保
育
士
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
実
行
し
て
い
る
保
育
士
支
援
は
。
ま
た
今
後
の

保
育
環
境
改
善
策
は
。

答
教
育
委
員
会
主
催
の
合
同
研
修
会
や
専
門

講
師
に
よ
る
保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
た
指
導
を
受
け
て
い
る
。
指
摘
の
通
り
保
育
士

問
物
価
高
騰
が
2
年
続
い
て
前
年
を
上
回

り
、
消
費
者
物
価
指
数
で
食
料
品
価
格
上

昇
が
今
後
も
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
中
、
町
の
保

育
園
給
食
材
料
費
が
こ
こ
5
年
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。食
事
の
質
が
低
下
す
る
と
栄
養
失
調
、

肥
満
、
免
疫
力
低
下
な
ど
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病

等
に
影
響
し
て
い
く
。
ま
た
、
か
む
力
や
飲
み
込

む
力
を
促
す
食
材
や
調
理
方
法
で
、
身
体
や
脳
の

発
達
に
必
要
な
栄
養
素
の
摂
取
が
大
事
。
保
育
園

給
食
に
対
す
る
期
待
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
園
児

に
と
っ
て
必
要
な
食
育
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
園
の
食
事
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
食
育

だ
よ
り
の
発
行
や
食
事
の
サ
ン
プ
ル
を
提

示
し
て
い
る
。
食
育
月
間
等
で
は
食
事
の
マ
ナ
ー

や
箸
の
持
ち
方
・
使
い
方
等
指
導
を
し
て
い
る
。

食
べ
物
へ
の
関
心
や
感
謝
す
る
気
持
ち
も
育
て
て

い
る
。

問
年
間
給
食
材
料
費
は
、
こ
こ
10
年
で
も
1

食
当
り
単
価
は
30
円
く
ら
い
の
上
が
り
幅

で
推
移
。
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
特
に
1
日
2
回
の
お
や
つ
の
乳

製
品
等
の
値
上
が
り
は
顕
著
で
あ
る
中
、
こ
の
給

食
材
料
費
の
推
移
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
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ら
れ
た
公
共
施
設
の
移
設
に
も
、
国
か
ら
お
金
が

出
る
。
国
の
充
当
率
は
1
0
0
%
で
建
築
費
も

出
る
。
安
易
に
統
合
す
る
、
廃
園
す
る
と
い
う
選

択
肢
で
は
な
く
、
新
し
い
場
所
に
移
設
し
、
小

規
模
で
も
い
い
二
億
円
程
の
（
国
9
割
町
負
担

4
千
万
程
度
）建
物
で
小
規
模
保
育
で
行
う
た
め
、

会
染
地
区
に
保
育
園
を
残
す
と
い
う
こ
と
は
、
当

町
の
未
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
再
検
討
を

願
う
。

答
現
在
当
町
に
お
い
て
は
人
口
減
少
対
策
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
課
長
級
以
上
で
企
画

会
を
立
ち
上
げ
、
岡
山
県
奈
義
町
の
視
察
内
容
等

も
踏
ま
え
職
員
全
体
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
人

口
減
少
に
よ
っ
て
発
生
す
る
歳
入
の
減
少
や
地
域

に
お
け
る
人
手
不
足
等
を
改
め
て
具
体
的
に
想
定

し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

会
染
保
育
園
統
合
問
題
か
ら
予
見
さ
れ

る
未
来

問
7
月
10
日
、
会
染
保
育
園
の
統
合
の
方
針

が
議
会
に
伝
え
ら
れ
た
。
議
会
は
二
つ
に

意
見
が
割
れ
た
。
平
成
25
年
に
池
田
保
育
園
が
竣

工
開
園
し
、
次
は
会
染
保
育
園
の
新
規
建
て
替
え

建
設
か
、
大
規
模
改
修
な
の
か
が
取
り
沙
汰
さ
れ

た
。
今
回
の
統
合
の
根
拠
は
。

答
少
子
化
が
進
む
中
で
1
園
で
収
容
可
能
人

数
だ
と
見
込
め
る
こ
と
、
ま
た
保
育
士
不

足
に
よ
る
保
育
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
あ
る
程
度
多
い
人
数
の
中
で
の
保
育
に
よ

り
、
協
調
性
や
社
会
性
が
育
ま
れ
る
こ
と
、
会
染

保
育
園
を
建
て
替
え
る
場
合
は
か
な
り
費
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
2
園
残
す
こ
と
に
よ
り
維
持
経

費
が
継
続
的
に
発
生
す
る
こ
と
等
が
根
拠
で
あ

る
。問

会
染
保
育
園
を
建
て
替
え
る
場
合
の
費
用

は
、
総
務
省
の
公
共
建
物
に
使
え
る
地
方

債
を
活
用
す
れ
ば
、
会
染
保
育
園
は
避
難
所
と
し

て
指
定
さ
れ
、
緊
急
防
災
減
災
事
業
・
浸
水
対
策

地
域
で
も
あ
る
の
で
、
移
転
が
必
要
と
位
置
づ
け

総
合
計
画
の
意
味
は

問
第
6
次
総
合
計
画
と
、
第
5
次
総
合
計
画

の
結
果
と
検
証
の
内
容
を
み
る
と
こ
の
町

は
前
進
し
て
る
の
か
。
こ
の
第
6
次
総
合
計
画
は

一
体
何
の
為
に
ず
っ
と
作
成
し
て
い
る
の
か
。
町

長
に
答
弁
を
求
め
る
。

答
総
合
計
画
と
い
う
の
は
、
池
田
町
の
全
て
の

計
画
の
基
本
と
な
る
最
上
位
の
位
置
付
け
で

あ
る
。
ま
た
第
6
次
総
合
計
画
か
ら
人
口
減
少
の

克
服
と
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
の
あ
づ
み
野

池
田
総
合
戦
略
と
一
体
に
な
っ
た
計
画
で
あ
る
。

問
最
上
位
と
い
う
が
、
実
際
審
議
会
に
お
い

て
委
員
か
ら
行
財
政
の
有
識
者
を
呼
ん
で

話
を
聞
き
た
い
と
い
う
要
望
を
し
た
が
時
間
が
な

い
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
で
は
審
議
会
が
機
能
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。
ま
た
、
2
0
1
9

年
に
は
池
田
町
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
タ
ウ
ン
を
宣

言
。
令
和
2
年
度
3
月
議
会
で
も
気
候
非
常
事
態

を
宣
言
し
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
す
と
言
い
つ
つ
、
総
合
計
画
に
は
そ
れ

ら
が
全
く
見
え
な
い
。
ま
た
、
第
5
次
総
合
計
画

の
達
成
評
価
の
中
で
上
位
課
題
の「
子
育
て
支
援
」

は
10
年
近
く
課
題
解
消
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
。
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三み
え
だ枝
三み
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こ

七
子 

議
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こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か

池
田
町

人口資料

7%23人

18% 60人

46% 154人
13% 40人

8% 26人

9% 31人

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1歳～15歳

16歳～22歳

23歳～35歳

36歳～50歳

51歳～65歳

66歳～

R4/2022年転出人口年代割合（合計336人）

5%:13人

13%:36人
50%:140人

15%:42人

8%:22人

10% : 28人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1歳～15歳

16歳～２２歳

23歳～35歳

36歳～50歳

51歳～65歳

66歳～

R3/2021年転出人口年代割合：281人

9%：27人

13%:41人
47%：147人

17%：54人

6％：20人

8%:25人

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1歳～15歳

16歳～22歳

23歳～35歳

36歳～50歳

51歳～65歳

66歳～98歳

R2/2020転出人口割合：314人

8%：24人

7%:21人
46%:136人

22%：66人

6%：17人

11%:31人

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1歳～15歳

16歳～22歳

23歳～35歳

36歳～50歳

51歳～65歳

66歳～98歳

R1/2019転出人口割合：295人

過去 4年の流出人口年代別グラフ（池田町住民台帳より）



一
般
質
問

答
日
常
的
に
職
場
環
境
や
待
遇
に
つ
い
て
の

不
安
や
要
望
を
聞
く
こ
と
が
適
切
と
い
う

反
省
を
持
ち
、
今
年
度
か
ら
総
園
長
や
保
育
士
長

を
配
置
し
、
よ
り
話
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
き

た
。
保
育
士
の
方
々
の
声
に
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

問
中
に
入
っ
て
し
ま
う
と
外
の
状
況
が
見
え

に
く
く
な
る
。
保
育
士
は
保
育
・
幼
児
教

育
の
プ
ロ
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
に
保
育
や
幼
児

教
育
に
長
け
た
専
門
的
知
見
の
あ
る
方
の
配
置
を

望
む
が
町
長
の
考
え
は
。

答
町
と
し
て
は
充
分
対
応
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

午
後
や
休
日
、
雨
天
時
な
ど
に
遊
べ
る
場
と
し
て

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
内
の
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
に
お
も
ち
ゃ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
気
軽
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
場
と
し
て

大
切
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
快
適
な
場

所
が
提
供
で
き
る
よ
う
、努
力
し
て
い
く
と
共
に
、

お
も
ち
ゃ
は
貸
し
出
し
制
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

保
育
幼
児
教
育
に
対
す
る
教
育
行
政
の

あ
り
方

問
待
機
児
童
ゼ
ロ
は
年
度
当
初
の
数
字
で
あ

る
。
隠
れ
待
機
児
童
は
一
定
数
い
る
と
考

え
る
が
隠
れ
待
機
児
童
の
調
査
は
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
保
護
者
の
思
い

や
家
庭
状
況
を
聞
き
取
り
、
復
職
に
対
す

る
個
々
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
て
い
る
。
途
中
入

園
の
希
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
保
育
士
確
保
に
努

め
る
。

問
保
育
園
統
合
に
よ
り
町
内
の
保
育
園
に
す

ら
通
え
な
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
支
援
体
制
の
具
体
的
な
計
画
は
。

答
必
要
で
あ
れ
ば
支
援
会
議
を
実
施
し
、
個

別
に
合
わ
せ
た
計
画
で
進
め
て
い
く
。

問
保
育
士
不
足
は
他
自
治
体
で
も
課
題
と
言

わ
れ
て
い
る
中
で
、
保
育
士
の
職
場
環
境

改
善
、
待
遇
改
善
を
前
提
に
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

な
対
話
も
必
要
で
は
な
い
か
。

子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を

問
出
生
数
減
少
が
著
し
い
池
田
町
に
お
い

て
、
子
育
て
支
援
策
の
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
産
婦
健
康
診
査
は
他
市
町
村
2

回
の
と
こ
ろ
1
回
、
産
後
ケ
ア
通
所
型
、
母
乳

相
談
ク
ー
ポ
ン
等
、
池
田
町
の
み
助
成
が
な
い
。

今
後
の
町
の
取
り
組
み
は
。

答
12
月
中
に
係
長
未
満
の
職
員
を
対
象
に
、

職
員
か
ら
の
意
見
も
含
め
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
保
護
者
か
ら

の
意
見
も
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
町
長
の
考
え
る
「
子
育
て
の
し
や
す
い
町
」

と
は
ど
の
よ
う
な
町
か
。

答
教
育
保
育
、
防
災
充
実
、
地
域
の
人
と
の

関
わ
り
の
温
か
さ
が
子
育
て
の
し
や
す
い

町
の
要
件
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
会
染
保
育
園
は
地
震
な
ど
の
際
の
指
定
避

難
所
で
あ
る
。
避
難
所
案
内
看
板
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

答
避
難
は
可
能
で
あ
る
。
看
板
に
つ
い
て
は

危
機
管
理
対
策
室
に
確
認
す
る
。

問
池
田
町
に
は
主
要
な
公
園
は
あ
づ
み
野
池

田
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
み
で
あ
る
。
平
日
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矢や
ぐ
ち口

結ゆ
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議
員

池
田
町
の
子
育
て
環
境

の
充
実
と
保
育
園
統
合

を
問
う

市 町 村 名 人口総数 15歳未満人口 割合
公立保育園
認定こども園

私立保育園
認定こども園

その他
幼稚園など

合計

佐久穂町 9,800 1,014 10.35% 3 1 4
飯島町 8,663 920 10.62% 3 1 4
宮田村 8,418 1,118 13.28% 3 3
木曽町 9,981 773 7.74% 4 4
山形村 8,253 1,028 12.46% 1 1 2
松川村 9,512 1,037 10.90% 2 1 3
白馬村 8,338 900 10.79% 1 2 4 7
小布施町 10,673 1,390 13.02% 2 1 3
山ノ内町 10,717 880 8.21% 5 1 6
飯綱町 9,813 975 9.94% 3 1 4
池田町 8,934 791 8.85% 2 2

各自治体子どもが少なくても、定員２０～５０名などの小規模保育園を設置している。

市 町 村 名 人口総数 面 積 長野県に占める
面積割合

公立保育園
認定こども園

私立保育園
認定こども園

その他
幼稚園など

合 計

青木村 3,956 57.10km² 0.42% 1 1
北相木村 699 56.32km² 0.42% 1 1
宮田村 8,418 54.50km² 0.40% 3 3
坂城町 13,392 53.64km² 0.40% 3 3
松川村 9,512 47.07km² 0.35% 2 1 3
高森町 12,618 45.36km² 0.33% 2 2 4
売木村 504 43.43km² 0.32% 1 1
原村 7,734 43.26km² 0.32% 1 1 1 3

南箕輪村 16,185 40.99km² 0.30% 5 5
池田町 8,934 40.16km² 0.30% 2 2

人口約500~4,000人の村と並ぶことになる。

長野県　人口類似自治体　比較表　（約8,000～11,000人）
◎長野県ホームページ(令和５年１０月公表)より⇒人口総数には年齢不詳の人数含む。国勢調査人口等基本集計結果に対し、住民基本台帳の増減を累計し求めた値です

長野県　面積類似自治体　比較表　（40.16～57.10㎢）
◎長野県ホームページ(令和５年１０月公表)より⇒人口総数には年齢不詳の人数含む。国勢調査人口等基本集計結果に対し、住民基本台帳の増減を累計し求めた値です



一
般
質
問

は
、
経
営
計
画
策
定
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

問
東
山
森
林
保
全
に
対
す
る
町
長
の
考
え

は
。

答
町
で
は
優
先
す
べ
き
課
題
と
し
て
、「
防

災
」
と
「
有
害
鳥
獣
対
策
」
を
中
心
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。「
防
災
」と
し
て
は
、人
家
・

施
設
・
道
路
等
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
山
林
に

お
い
て
災
害
に
強
い
山
づ
く
り
を
進
め
る
。「
有

害
鳥
獣
対
策
」
と
し
て
は
、
緩
衝
帯
整
備
を
実
施

し
、
獣
の
住
処
や
隠
れ
場
所
と
な
ら
な
い
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

子
ど
も
議
会
の
検
証
と
評
価

問
子
ど
も
議
会
の
検
証
と
評
価
は
。

答
生
徒
た
ち
は
主
体
的
に
考
え
、
仲
間
と
協

議
し
、
表
現
す
る
学
習
と
な
っ
た
。
ま
た
、

国
語
科
の
表
現
の
学
習
と
社
会
科
の
地
方
自
治
の

学
習
を
一
体
化
し
て
一
つ
の
単
元
と
し
た
と
い
う

意
味
で
も
価
値
が
あ
っ
た
。

問
今
後
の
子
ど
も
議
会
開
催
予
定
は
。

答
学
校
と
し
て
希
望
が
あ
れ
ば
支
援
す
る
。

答
池
田
町
は
住
宅
政
策
が
極
め
て
弱
い
点
が

挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
子
育
て
支
援
策
に
並

行
し
て
空
き
家
活
用
や
若
者
向
け
宅
地
造
成
等
の

推
進
に
力
を
入
れ
る
。
　

問
人
口
減
少
対
策
に
資
す
る
若
者
向
け
の
住

宅
政
策
を
問
う
。

答
北
保
育
園
の
園
舎
を
取
り
壊
し
、
若
者
向

け
住
宅
地
と
し
て
活
用
す
る
。
ま
た
補
助

金
制
度
を
充
実
し
、
業
者
の
皆
さ
ん
が
開
発
し
や

す
い
よ
う
、
若
者
向
け
宅
地
開
発
を
す
る
。

東
山
森
林
保
全
の
現
状
と
課
題

問
東
山
森
林
保
全
の
現
状
と
課
題
を
問
う
。

答
拡
大
し
た
松
食
い
虫
被
害
に
対
応
す
る
た

め
、
ア
カ
マ
ツ
か
ら
他
の
樹
種
に
転
換
す

る
更
新
伐
や
間
伐
、
保
安
林
区
域
に
お
け
る
緊
急

改
良
事
業
と
し
て
の
伐
倒
駆
除
な
ど
の
対
策
を
中

心
に
、
森
林
機
能
の
維
持
・
改
善
に
努
め
て
き
た
。

課
題
は
個
人
の
所
有
森
林
が
圧
倒
的
に
多
く
、
相

続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
や
不
在
地
主
も
多

く
、
整
備
に
対
し
て
の
同
意
を
得
る
事
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
。
ま
た
、
世
代
交
代
や
相
続
、
現
地

状
況
の
変
化
等
に
よ
り
境
界
が
わ
か
ら
な
い
。

問
東
山
地
区
森
林
間
伐
の
現
状
と
課
題
は
。

答
森
林
経
営
計
画
が
継
続
す
る
半
在
家
・
相

道
寺
・
花
見
地
区
で
構
成
さ
れ
る
東
山
森

林
整
備
協
議
会
が
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
ほ
か
堀
之
内
・
滝
沢
・
中
之
郷
地
区
で

問
甕
町
政
約
８
年
の
総
括
を
端
的
に
問
う
。

答
一
期
目
に
つ
い
て
は
、
計
画
さ
れ
て
い
た

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
弓
道
場
の
移
転

建
て
替
え
、
周
辺
道
路
整
備
、
東
山
ほ
場
整
備
、

現
在
進
行
中
で
あ
る
会
染
西
部
ほ
場
整
備
、
給
食

セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
等
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大

型
事
業
が
集
中
し
、
町
全
体
が
大
き
く
整
備
、
変

貌
し
た
。

二
期
目
に
入
り
大
型
事
業
の
集
中
に
よ
る
財
政
逼

迫
状
況
が
顕
在
化
し
た
。

残
さ
れ
た
任
期
の
中
で
、
会
染
保
育
園
の
在
り
方

問
題
、
会
染
西
部
ほ
場
非
農
用
地
や
、
社
口
原
農

地
を
含
む
農
業
問
題
の
方
向
性
を
示
す
。

問
や
り
残
し
た
町
政
課
題
は
何
か
。

答
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
課

題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
今
後
の
池
田
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
方
向
付
け
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

問
奈
義
町
に
学
び
、
人
口
減
少
・
子
育
て
支

援
対
策
で
具
体
的
に
ど
の
施
策
に
力
を
い

れ
る
の
か
。
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山や
ま
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議
員

甕
町
政
約
8
年
の
総
括

を
問
う



一
般
質
問

答
多
目
的
広
場
に
防
災
機
能
を
加
え
る
こ
と
、

多
目
的
広
場
に
設
置
す
る
施
設
が
ど
の
よ

う
に
配
置
で
き
る
か
な
ど
、県
と
調
整
を
す
る
た
め

の
資
料
作
成
の
準
備
段
階
で
あ
る
。

問
町
財
政
を
考
え
る
と
、非
農
用
地
整
備
は
最

小
の
経
費
で
管
理
経
費
も
少
な
い
町
民
益
の

あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
防
災
機
能
を
追
加
す
る
必
要
性
か
ら
、計
画

の
変
更
を
検
討
す
る
な
か
で
、建
設
費
・
維

持
管
理
費
の
面
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
る
。

問
非
農
用
地
の
施
設
概
要
の
改
善
案
を
県
に

上
げ
る
前
に
、議
会
や
町
民
に
説
明
や
意
見

を
聞
き
、検
討
し
た
案
を
県
に
あ
げ
て
欲
し
い
。ま

た
、一
度
県
に
提
出
し
た
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
は

容
易
な
こ
と
で
な
い
。町
長
は
強
い
意
志
で
県
・
国
へ

の
交
渉
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
。町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
今
後
意
見
を
聞
く
場
は
設
け
る
。方
向
性
が

定
ま
れ
ば
し
っ
か
り
と
県
へ
伝
え
て
い
く
。

問
今
回
の
よ
う
な
多
額
の
経
費
の
か
か
る
計

画
を
県
・
国
へ
提
出
す
る
場
合
は
、町
長
が

基
本
と
な
る
整
備
方
針（
経
費
額
も
含
め
）を
示
し
、

庁
内
で
検
討
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

答
庁
内
・
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
計

画
を
立
て
て
来
た
。間
違
っ
て
い
た
と
は
考

え
な
い
。

自
治
会
対
策
へ
の
町
の
取
り
組
み
は

問
最
近
、自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
や
自
治

会
未
加
入
者
・
脱
会
者
の
増
加
な
ど
看
過
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。本
年
３
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
自
治
会
活
動
へ
の
町
の
支
援
策
を
問
い
、町
は

本
年
度
、自
治
会
の
重
要
性
を
理
解
い
た
だ
く「
栞し

お
り

」

と
自
治
会
へ
の
未
加
入
者
・
脱
会
者
対
策
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ「
自
治
会
活
動
の
手
引
き
」を
策
定
し
、支

援
す
る
と
回
答
し
た
。先
の
自
治
会
長
会
議
で
、「
池

田
町
自
治
会
改
革
・
加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル（
案
）」第

１
版
が
披
露
さ
れ
、協
議
に
付
さ
れ
た
。マ
ニ
ュ
ア

ル
の
最
後
に
あ
る
勧
誘
書
類
様
式
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、各
自
治
会
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
が
。

答
改
訂
し
た
勧
誘
書
類
様
式
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
利
用
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

問
行
政
か
ら
自
治
会
に
依
頼
し
て
い
る
業
務

（
配
布
物
、募
金
集
め
な
ど
）の
見
直
し
を

行
い
、自
治
会
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、自
治
会
改
革
の
取
り
組
み
交
流
の
場
を
設

け
て
欲
し
い
が
。

答
自
治
会
の
負
担
軽
減
は
県
内
市
町
村
の
動

向
を
参
考
に
検
討
し
、知
ら
せ
る
。自
治
会

改
革
の
交
流
は
自
治
会
長
会
議
で
行
う
。

会
染
西
部
地
区
ほ
場
整
備
　
非
農
用
地
整

備
は
最
小
の
経
費
で
町
民
益
の
あ
る
整
備
を

問
非
農
用
地
整
備
の
現
段
階
は
。

問
町
は
保
育
園
統
合
に
つ
い
て
総
合
教
育
会

議（
町
長
と
教
育
委
員
会
の
協
議
・
調
整
の

場
）を
開
か
ず
に
決
め
た
が
、町
長
と
教
育
長
は
適

正
な
決
め
方
と
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）県
教
育
員
会
に
聞
い
た
と
こ
ろ
保

育
園
設
置
の
権
限
は
町
長
に
あ
り
、問
題
な

い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

問
法
的
に
み
れ
ば
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。し
か

し
保
育
行
政
の
管
轄
は
教
育
委
員
会
に
あ

る
。ま
た
教
育
委
員
会
は
町
長
部
局
と
対
等
で
あ

り
、教
育
・
保
育
行
政
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
。従
っ

て
保
育
園
統
合
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
見
解
を

聞
く
総
合
教
育
会
議
で
協
議
し
て
か
ら
町
長
が
決

定
す
る
の
が
適
正
と
考
え
る
が
。

答
（
教
育
長
）総
合
教
育
会
議
は
町
長
が
招
集

す
る
会
議
で
あ
り
町
長
よ
り
協
議
を
し
た

い
旨
の
申
し
出
は
な
か
っ
た
。教
育
委
員
会
が
見
解

を
明
ら
か
に
す
る
と
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
二
つ

の
指
針
が
併
存
す
る
）と
な
り
、適
切
で
な
い
と
考

え
た
。町
長
の
判
断
を
待
ち
、そ
の
気
持
ち
を
尊
重

す
る
気
持
ち
で
い
た
。従
っ
て
不
適
切
で
あ
っ
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。
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作成された「池
田町自治会改
革・加入促進マ
ニュアル（案）」

第１版

薄う
す
い井

孝た
か
ひ
こ彦 

議
員

保
育
園
統
合
の
決
め
方

は
適
正
だ
っ
た
か



一
般
質
問

答
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
し
た
専
門
相

談
窓
口
の
周
知
を
し
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
及
び
学
校
関
係
者
を
対
象
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
を
実
施
し
た
。

就
学
援
助
基
準
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

問
町
は
、
令
和
3
年
か
ら
就
学
援
助
基
準
を

生
活
保
護
の
1
・
5
倍
か
ら
1
・
2
倍
に
下

げ
た
。
物
価
高
で
子
育
て
世
帯
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
就
学
援
助
基
準
を
1
・
5
倍
に
上
げ
る

こ
と
を
求
め
る
が
。

答
基
準
は
そ
の
ま
ま
で
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

視
野
に
運
用
を
考
え
て
い
く
。

人
口
増
加
を
進
め
る
た
め
公
営
住
宅
の
建

設
を
求
め
る

問
町
長
は
、
少
子
化
問
題
で
岡
山
県
奈
義
町

を
視
察
さ
れ
、
少
子
化
対
策
は
住
宅
対
策

と
切
り
離
せ
な
い
と
発
言
が
あ
っ
た
。
生
坂
村
や
下

条
村
は
計
画
的
に
若
者
向
け
住
宅
の
建
設
を
進
め

て
い
る
。
池
田
町
も
若
い
向
け
世
代
の
公
営
住
宅

の
建
設
を
求
め
る
が
。

答
町
有
地
は
、
旧
北
保
育
園
跡
地
の
み
で
、
検

討
し
て
い
る
。

問
町
営
住
宅
が
古
く
な
っ
て
い
る
。
計
画
的
に

建
て
替
え
を
求
め
る
が
。

答
公
営
住
宅
の
建
設
計
画
は
な
い
。
民
間

の
宅
地
造
成
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
促

進
で
、
住
居
を
取
得
す
る
支
援
政
策
が
重

要
と
考
え
る
。

答
会
染
保
育
園
が
担
っ
て
き
た
役
割
は
、
統
合

し
て
も
地
域
で
育
て
る
精
神
は
揺
ら
が
な
い
。

問
南
台
、
中
之
郷
か
ら
池
田
保
育
園
ま
で
7

㎞
も
あ
る
。
町
長
は
足
を
運
ん
で
会
染
住
民

の
生
の
声
を
聞
い
て
い
る
か
。

答
直
接
話
を
伺
っ
て
い
な
い
が
、
何
度
も
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
十
分
町
民
の
意
見
を
収

集
し
た
。

問
財
政
を
理
由
に
統
合
案
を
進
め
て
い
る
が
、

当
時
の
高
市
総
務
大
臣
は
国
会
答
弁
で
、「
公

立
保
育
園
整
備
は
一
般
財
源
化
さ
れ
た
が
、
従
来
の

国
庫
補
助
金
の
補
助
率
が
2
分
の
1
で
あ
っ
た
こ

と
に
鑑
み
、
事
業
費
の
5
割
を
地
方
交
付
税
で
措

置
し
、
残
り
の
5
割
の
う
ち
8
割
は
社
会
福
祉
施

設
整
備
事
業
債
の
対
象
と
す
る
」と
発
言
し
て
い
る
。

統
合
案
の
検
討
を
求
め
る
が
。

答
そ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
保
育
士
確
保
や
運
営

経
費
を
自
治
体
が
負
担
し
継
続
す
る
の
が

困
難
で
あ
る
。

3
歳
未
満
児
保
育
料
軽
減
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
対
策
の
具
体
策
を
聞
く

問
前
回
、
町
は
3
歳
未
満
児
の
保
育
料
軽
減

は
、
来
年
度
当
初
か
ら
軽
減
を
考
え
る
と

回
答
し
た
。
具
体
策
を
聞
く
。

答
新
年
度
の
査
定
中
で
具
体
策
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

問
前
回
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
を
求
め
、
町

は
、
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
で
協
議
す

る
と
し
た
が
具
体
策
を
聞
く
。

問
10
月
に
保
育
園
統
合
に
関
す
る
町
民
説
明

会
と
会
染
保
育
園
保
護
者
説
明
会
が
行
わ

れ
た
。
統
合
反
対
と
し
て
、
町
民
か
ら
「
池
田
保
育

園
に
統
合
す
る
と
定
員
を
上
回
る
。
出
生
数
減
少

を
見
込
ん
で
統
合
す
る
の
か
」
と
の
意
見
が
出
た
。

余
裕
を
持
っ
た
統
合
案
で
な
い
と
出
生
数
を
増
や

さ
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
の
は
当
然
と
思
う
が
。

答
十
分
協
議
し
て
、
統
合
し
て
も
収
容
で
き
る

と
判
断
し
た
。

問
国
は
、
保
護
者
が
就
労
し
て
い
な
い
子
ど
も

を
預
か
る
制
度
を
始
め
る
。
未
満
児
保
育

に
待
機
児
童
が
出
て
い
る
。統
合
で
対
応
で
き
る
か
。

答
数
カ
所
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
情
報
不
足
の
た
め
答
え
ら
れ
な
い
。
県

内
で
は
、
保
育
士
不
足
で
予
定
で
き
な
い
と
回
答
し

た
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど
で
、
未
確
定
だ
が
対
応
で

き
る
つ
も
り
で
い
る
。

問
会
染
保
育
園
保
護
者
説
明
会
で
児
童
か
ら

「
会
染
保
育
園
を
無
く
さ
な
い
で
ほ
し
い
」、

保
護
者
か
ら
「
子
ど
も
が
会
染
保
育
園
が
良
か
っ

た
の
で
保
育
士
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど

の
声
が
あ
っ
た
。
教
育
大
綱
に
基
づ
い
て
地
域
の
気

持
ち
を
大
事
に
し
、
地
域
で
育
て
る
方
針
を
求
め

る
が
。
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服は
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と
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議
員

会
染
保
育
園
統
合
に
関

す
る
町
民
説
明
会
を
終

え
て
町
の
考
え
は
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
寒
い
冬
の
よ
く
晴
れ
た
朝

に
山
々
に
目
を
や
る
と
、
太
陽

の
光
に
照
ら
さ
れ
山
肌
が
赤
く

染
ま
る
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
が
見

ら
れ
ま
す
。
つ
い
つ
い
寒
さ
を

忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
空
・
山
・
川
・
大
地
の
色

や
空
気
を
四
季
折
々
感
じ
ら
れ

る
池
田
町
。
今
年
も
太
古
か
ら

変
わ
ら
ぬ
自
然
と
景
色
を
見
せ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
一

同
、
議
会
の
情
報
や
出
来
事
を

正
確
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
議
員
と
し
て

町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切

に
し
、
意
見
や
提
案
が
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
に
向

き
合
う
こ
と
の
重
要
性
も
感
じ

て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
に
載

せ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
議

会
の
Y
o
u
T
u
b
e
を
観
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
議
会
へ
の

関
心
に
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

	

矢
口 

結
以

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委　
員　
長　
　

中
山　
　

眞

副
委
員
長　
　

大
厩　

美
秋

委　
　

員　
　

矢
口　

結
以

山
﨑　

正
治

大
出　

美
晴

横
澤　

は
ま

編
集
後
記

編
集
後
記

能登地方被災地に支援の輪！
池田町の防災・減災対策は？

横
澤
は
ま
　

こ
の
た
び
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
発
生
か
ら
9
日

目
、
不
幸
に
も
2
0
0
名
を
超
え
た

方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
今
な
お

1
0
0
名
を
超
え
る
方
々
の
行
方
が

わ
か
ら
ず
、
必
死
で
捜
索
が
続
け
ら
れ

て
お
る
と
の
報
道
を
お
聞
き
し
て
お
り

ま
す
が
、
尊
い
お
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た

犠
牲
者
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心

よ
り
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
29
年
前
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
方
と
救
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
こ
の
震
災
の
教
訓
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
暖
か
い
心
遣
い
が
足
元
を
照
ら
す

光
と
な
り
、
前
進
す
る
力
と
な
っ
て
元

気
を
取
り
戻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
現
地
の
厳
し
い
状
況
を
伝
え

る
報
道
に
接
す
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま

す
。
池
田
町
議
会
と
し
て
も
可
能
な
限

り
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
厳
寒
の
日
々
を
乗

り
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地

震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日

も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
交
通

機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
、

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
地
域
が
多

く
あ
り
ま
す
。

国
や
自
治
体
に
よ
る
救
援
活
動
が
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

私
た
ち
も
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す

今
池
田
町
が
で
き
る
こ
と
は
、
余
震

が
続
く
能
登
地
方
に
支
援
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
で
す
。
池
田
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
義
援
金
箱
が
庁

舎
内
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

の
郷
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
等
多
く

の
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
員
計
画
、
物
資
支
援
、
義
援
金
活
動

等
行
政
職
員
や
議
員
の
支
援
体
制
も
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
池
田
町
議
会
と
し

て
義
援
金
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。続

く
余
震
の
中
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

滞
り
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
の
避
難
所

生
活
、
道
路
寸
断
に
よ
る
支
援
物
資
停

滞
、
防
災
警
報
、
地
滑
り
・
火
災
対
策

等
、
池
田
町
と
し
て
も
教
訓
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
々
あ
り

ま
す
。
行
政
、議
会
が
結
束
し
て
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
で
き
る
こ
と
は
備
え
で
す
。

編
集
委
員
会
一
同

災
害
の
お
見
舞
い


